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暮らしの中から見つける変化の力
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今
回
は
、
線
路
の
歴
史
と
と
も
に
、
変
化

が
生
ま
れ
る
隣
接
可
能
領
域
に
つ
い
て
見
て

い
き
ま
す
。

　

デ
ィ
オ
ル
コ
ス
は
、
紀
元
前
６
０
０
年
ご

ろ
に
造
ら
れ
た
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
コ
リ
ン
ト

ス
の
地
峡
に
あ
る
舗
装
道
路
で
す
。
当
時
、

主
な
輸
送
手
段
で
あ
っ
た
船
を
一
時
的
に
陸

に
揚
げ
、
６
〜
8
・
5
キ
ロ
の
区
間
を
、
車

輪
を
用
い
た
輸
送
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

デ
ィ
オ
ル
コ
ス
は
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ

た
軌
道
の
上
を
車
両
が
誘
導
し
、
牽
引
に
よ

っ
て
運
搬
す
る
こ
と
か
ら
、
鉄
道
の
起
源
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
デ
ィ
オ
ル
コ
ス
の
仕

組
み
に
よ
っ
て
、
船
は
強
風
で
危
険
な
ペ
ロ

ポ
ネ
ス
半
島
の
周
囲
の
航
海
を
避
け
、
安
全

に
移
動
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

　

や
が
て
時
代
が
移
り
、
１
８
１
４
年
に
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
北
東
部
に
あ
る
キ
ン
グ
ワ
ー

ス
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
が

炭
鉱
鉄
道
の
た
め
の
蒸
気
機
関
車
を
製
造
し
、

蒸
気
機
関
車
に
よ
る
鉄
道
の
歴
史
が
始
ま
り

ま
す
。
１
８
３
０
年
に
は
、
世
界
初
の
旅
客

用
鉄
道
リ
バ
プ
ー
ル
・
ア
ン
ド
・
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
鉄
道
が
造
ら
れ
ま
す
。
こ
の
時
に
用

い
ら
れ
た
線
路
は
、
馬
車
の
車
輪
の
幅
と
同

じ
4
フ
ィ
ー
ト
8
・
5
イ
ン
チ
で
し
た
。
そ

の
後
、
こ
の
4
フ
ィ
ー
ト
8
・
5
イ
ン
チ
の

レ
ー
ル
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
各
地
で
起
こ
っ

た
新
た
な
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
採
用
さ
れ

て
い
き
ま
す
。

　

一
方
で
、
１
８
３
３
年
に
創
業
し
た
グ
レ

ー
ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
で
は
、
7
フ
ィ
ー

ト
4
分
の
1
イ
ン
チ
の
幅
の
広
い
レ
ー
ル
が

採
用
さ
れ
、
１
８
４
４
年
に
両
レ
ー
ル
が
同

じ
時
点
で
接
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ど
ち

ら
の
幅
が
適
切
か
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
王
立

委
員
会
に
よ
っ
て
最
終
的
に
、
幅
の
広
い
レ

ー
ル
の
ほ
う
が
わ
ず
か
に
安
全
性
の
面
で
優

れ
て
い
る
も
の
の
、
既
に
敷
設
さ
れ
た
レ
ー

ル
の
量
が
多
い
こ
と
を
理
由
に
、
4
フ
ィ
ー

ト
8
・
5
イ
ン
チ
を
標
準
と
す
る
勧
告
が
行

わ
れ
ま
す
。
1
8
4
6
年
に
は
、
法
律
で
4

フ
ィ
ー
ト
8
・
5
イ
ン
チ
の
レ
ー
ル
が
標
準

で
あ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

各
地
の
鉄
道
レ
ー
ル
の
幅
は
4
フ
ィ
ー
ト

8
・
5
イ
ン
チ
で
統
一
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
や
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国

で
も
、
イ
ギ
リ
ス
が
鉄
道
敷
設
に
携
わ
っ
た

こ
と
か
ら
4
フ
ィ
ー
ト
8
・
5
イ
ン
チ
の
レ

ー
ル
が
標
準
軌
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
き
ま

す
。
安
全
面
と
輸
送
量
の
面
で
は
有
利
で
あ

っ
た
幅
の
広
い
レ
ー
ル
に
対
し
て
、
既
存
の

広
が
り
を
背
景
に
幅
の
狭
い
レ
ー
ル
が
標
準

化
さ
れ
、
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
既
存
の
も

の
の
存
在
が
、
新
た
に
生
ま
れ
る
も
の
に
対

す
る
制
約
と
な
り
ま
す
。
変
化
は
、
既
存
の

も
の
と
の
隣
接
可
能
領
域
で
実
現
し
、
起
こ

偶然生まれたものが広がりとともに基準化され、その広がりが理由と
なって新たな変化の幅を規定する起点となる。
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世界に存在する主なレールの幅。最小381ミリから最大2140ミリまで幅がある。4フィート8.5インチは標準
軌と呼ばれ、世界中に広がっている。
出典：Wikimedia Commons

1676 mm 5’6"
1668 mm 5’5⅔"
1600 mm 5’3"
1520 mm 4’11⅚"
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1372 mm 4’6"
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1000 mm 3’3⅜"
 914 mm 3’
 762 mm 2’6"
 600 mm 1’11⅝"

ギリシャにあるコリントス
地峡のディオルコス。鉄
道の原型として1500年に
わたって使用されてきた。
ⒸDan Diffendale 
[CC BY-SA 2.0(https://
creativecommons.org/
l icenses/by-sa/2 .0/
deed.en)]

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
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